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攻
す
る
も
mv
で
は
な
く
、
拡
河
、
ド
エ
義
を
州
除
「
る
た
め
心

l
分
人
々
根
州
知
か
品
川
氏
寸
る
と
は
自
ち
に
判
析
し
来
い

ν

古
田
の
〕
同

J

曹
を
符

ず
し
て
実
捻
さ
れ
た
航
行
踏
倒
C
mに
止
に
つ
い
て
の
先
例
と

L
こ、

ア
ル
ン
ゴ
リ
ア
危
機
に
お
行
る
フ
ブ
ン
ス
潟
市
の
活
動
て
九
と
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凶

々

一

九
l

ハ

ル
L

八一一町十）

に
い
向
け
る
、
ミ
ヰ
ー
ノ
イ
ル
関
向
山
市
む
な
輸
送
し
て

の
）
や
、
米
国
に
よ
る
キ
コ

i
ハ
嗣
鮮
政
策

キ

J
i
パ
ヘ
向
か
う
ソ
迫
飴
舶
な
米
海
軍
い
U
v

川川
H
L
三
事
例
ー
で
が
f
汁一止し

れ
ら
の
計
洲
は
賛
否
同
論
二
分
別
れ
て
い
る
「

V

ふ
れ
と

'C• 

；主
江》

ザJ c 
Cコ：vr
明 F
－~とが
と展
lnJ 間
十：く t
c ＇~ 
主〉子

なは
刀、よ＇~
tつ，， i)ij 

阻

i話
助
；ま

伸
、
凶
の
問
主
主
得
ず
、
そ
の
海
上
に
お
け
る
阻
止
を
き
な
と

は
八
十
〈
主
反
一
村
に
、

T

九
了
仙
N

L
汁
「
る
国
際
／
」
た
か
ら
の
批
判
及
び
同
町
念
は
ん
ぞ
く
見
ら
れ
て
い
な

，、
な
お
、
仮
に
旗
凶
の
司
む
九
仙
寺
状
主
で
航
行
船
柿
加
の
れ
止
が
ぺ
し
わ
れ
た
と

L
て
点
、
そ
の
い
ア
ど
に

Ftリ
川
口
ら
の
国
際
法
L
L

の
権
利
uk

中
川
が
キ
じ
ト
、
、
、
の
同
志
提
起
が
い
ず
れ
の
佳
か
ら
も
現
去
に
な
さ
れ
な
日
れ
ば
、
淫
－
際
法
！
の
深
刻
一
な
問
題
は
十
行
在
し
な
い
に
い
行
議

品川du成
f

げ
す
る
か
も
L
れ
は
J

口
し
か
し
へ
は
が
ら
、

従
来
と
あ
れ
ば
、

武
力
川
町
予
状
せ
が
存
人
仏
し
は
い
状
ω午
、
に
お

C
f
は
外
向
船
舶

へ
の
停
船
要
拡
す
ら
革
大
尽
結
果
古
川
町
来
FJ
る
も
の

ま
之
、
海
y

定
誌
に
民
す
る
民
際
法
吉
村
一
中
す
る
海
市
法
務
付
門
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fe'' 

テ
ロ
ペ
司
策
海
卜
阻

71市
助
の
法
的
校
拠
に
関
「
る
阪

と
し
っ
と
支
扮

ν
ベ
ー
が
で
の
専
門
家
か
、
つ
も
、

J、
円問

明

l自

先
行
研
究
の
概
要
h
f

一
本
論
に
お
け
る
一
議
述

d
L
M
ー
が
い
弘
明
川
？
て
、
る
寸
パ
レ
シ
ョ
J

ば
、
当
際
絞
構
同
連
）

の
定
権
的
な
権
威
の
、
で
制
裁
と
し
て
と
ら
札
る
軍
事
的
品
川

（

H
〕

2
Z
2｝

J
4
2
5コ
弘
司
c
t
n小
明
C
「
の
立
川
い

るし庄際盤一＝～州市戸心配叫へ一回二

Z
E
g
g－ご三日コ

ν

に
従
事
「

ι工

に
は
該
当
し
な
い
に
じ
M
M
F
は
、
米
吉
川
ヘ
王
叫
与
す
る
有
志
連
合
パ
斗
沼
市
部
d

点、
λ
q
J

伝
わ
ら
多
J
A
M枯
草
で
あ
い
り
、

7

一の
4
べ

レ
l
シ
ョ
ン
は
為
く
ま
で
い
川
町
一
汎
何
（
震
に
」
る
げ
由
仁
川

ロハ

45る
で
あ
る
し
こ
の
よ
う

ι、
川
町
別
人
出
家
の
集
合
体
に
す
ぎ
な

い
じ
M
ー
と
い
う
組
織
が
国
際
什
ム
4

L

共
過
す
る
公
汀
ハ
対
的
足
利
ハ
川
ム
ゼ
州
北
日
比
「
る
た
め
に
、

公
単
一
一
中
心
し
し
す
る
広
太
な

J

海
域
に
お
い

て
K
M佼
か
ワ
広
範
問
に
活
動
L
て
い
る
ー
と
い
ヰ
む
が
現
状
で
の
る
つ
加
、
ス
亡

こ
の
活
動
は
各
殺
の
同
家
に

あ
る
こ
〉
か
ら
、
そ
れ
を
取
れ
ノ
ト
げ
で
伝
的
に
検
～
一
叫
す
る
必
h
久
性
は

i
ハ
♂
認
め
つ
れ
る
。

() 

CJ 

4

1

九
Hパ

一
日
に
守
也
、

ff
い
わ
ゆ
る
求
問
何
時
多
川
九
円
口
攻
撃
以
降
、
非
国
家
i
体
に
付
す
る
凶
Jrれ
に
よ
る
式
力
行
使

や
ふ
凹
家
十
体
に
川
け
す
る
円
品
川
比
刊
行
悼
の
溌
助
可
阪
何
古
川
帆
り
披
っ
z
l
h

論
説
は
、

国
町
山
法
い
関
ト
リ
司
令
之
の
に
限
定
し

な
ぜ

－

n

－

f
λ
一
ラ
一
、
：

L
、ノ

：t
：：
1
ー
レ
；
才
3
1〆

ヲノて

K
2
t
h
？
と
た
ヨ
ピ
閲
す
る
論
A

V
一一夜一り扱
1

1

た
の
も
の
で
あ
る
戸
他
L
A
で、

（一ノ

μ
リ
ス
ト
生
出
／
一

γ
z
k寸
臼
～
主
体
に
よ
る
国
際
安
令
L
L

の
脅
威
ιγ
抑
止
す

J

る
乙
い
う
、

フ
ロ
対
前
海
上
阻
止
活
動
に
同
じ
カ

い
わ
ゆ
る
拡
技
防
企
掛
川
知
（
一
J
c
一広
2
2
C
2
矛
2
2可
同
ロ
ニ
主
ご
さ
い
5
1
）
が
作
十
忙
し
、
ヰ

活
訟
に
持
す
る
研
究
も
ま
た
数
多
く
存
在
」
9
る
n

し
か
L
訟
が
ら
、
日
一
れ
ら
の
業
績
は
ァ
ロ
行
為
を
抑
d
r
Jる
パ
ペ
げ
ん
で
な
さ
れ
る
海
i

アゴ
j
v

に
昭
一
3
2消
政
〆

γν
て
は
、

担

d
活
動
ー
の
も
の
が
亘
際
件
、
の
合
法
性
刊
誌
寸
に
王
肢
を
伺
い
γ
考
察
L
た
J

凸
の
で
は
な
い
。
そ
の
一
士
フ
ぽ
超
努
の
中
で
、

ア
ロ
汁
ML
京一戸市川

」
一
阻
止
丹
市
対
日
rL
、
限
PA
）山問レ

レ
先
級
品
引
な
吋
宛
と
し
て
は

ハ
f

J

チ
L

ル
・
フ
ォ
J

ハ
ィ
、
守
ク
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川河帯、海
l
山

ι泌
助
は
凶
述
h
u
t
M

r
凡
祭
主
格
認
さ
れ
て
い
る
円
か
心
任
投
び
悶
述
「
る
一
一
性
心
安
似
連
事
会
決
議
に
吊
照
的
に
依
拠
す
る
活
動
で
あ
る
と
宇
張
ず
る
0

1
）

手
、
）
に
ζ

る
業
績
一
主
汗
引
ャ
1
7
q

じ
ハ

f
シ
テ
ル
・
フ
ォ
ン
－
ハ
イ
、
不
ク
は
、

か’
f
叫
が
ら

立

と

ド

J

三一ミオ
L
Y
D
r

フ

A
r

－
－
H
M叫
刈
け

f
u
v
μ
t
1

コロ一
4
Jヴ
ιr

合、ロニノ
i
f
f

ハ
イ
ン
ヰ
工
ル
－

y
t
／
・
ハ
イ
ネ
ク
の
主
張
は
、
関
連
一
百
二
日
小
久
保

品
川
に
本
市
佐
治

述
事
会
決
議
を
や
や
司
的
論
的
正
解
釈
し
ブ
｛
、
い
る
と
の
印
気
，
刀
一
台
め
な
い
。
さ
ら
に
、

ハ
イ
J

チ
ェ
ル
e

フ
ォ
ン
‘
ハ
イ
ネ
ク
は
、
汁

ア
y
ガ
ニ
ス
タ
ン
武
力
行
使
終

f
後
の
海
i
w泊
所
の

h
t比
性
ー
に
ご
ざ
、
1
γ

口
乙
の
戦
い
i

に
お
h

て
は
l
術
権
は
引
き
絞
さ
一
七
佐
川

能
で
J
め
る
と
し
ぞ
？
え
で
、
白
止
川
権
行
使
に
お
LqJ
る
均
衡
性
の
釘
］
珂
吋
で
、
1
3
h
J

な
る
ア
口
一
什
与
を
夜
間
れ
に
日
山
内
1
t
r
J
る
こ
と
を
日
常
J
し

ゴんい一

三
泳
？
に
閉
止
一
い
山
小
山
一
は
司
能
で
あ
る
と
す
る
〈

ハ
イ
ン
チ
ユ
ル
・

r
t
ン
・
ハ
ノ
、
ネ
フ

j

一山
4
7
1
、
一
む
よ
う
な
坪
前
場
戎
は
従
前
い

の
国
際
法
学
者
に
よ
う
て
も
展
開
さ
れ
な
か
う
た
涛
思
ハ
ロ
ー
も
の
で
あ
る
と
し
こ
は
い
る
が
、
位
七
ん
で
、

の
向
か
ら
も
呉
市
が
出
い
え
ら
れ
て
い
な
い
「
主
張
す
る

d

T
Yヌ
に
札
得
戸
間
阻
止
治
効
mv
ん

C
も
の
に
て
い
と
は

J

h

y

d

Z

ぺ：コ、

7
l
y
－

－
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品
、
力
行
使
終
了
校
は

ν 
～ ～w -F、-時三肉、

た～ ～ ,, 
' -
で
の
ι
武
力
紛
下
状
燃
が
f
汁
キ
し
ヒ
い
こ
と
は
ハ
イ
シ
ゴ
ー
ェ
ル
・
ア
T

ン
・
ハ

イ
人
i

ク
、
も
認
め
る
2
と
F

っ
て
あ
り
、

か
か
る
状
壊
に
お
い
と
い
か
な
る
桜
機
に
慕
っ
た
一
円
市
権
行
使
が
可
能
と
な
る
の
か
と
い
う
伍
め

ハ
イ
、
：
ナ
「
ル
・
フ
ォ
J

－
ハ
イ
ス
ク
が
｛
ど
な
同
札
円
を
抗
示
、
以
て
い
や
こ
は
判
断
、

J

砕い
ι

い一

亡
校
本
的
か
っ
霊
長
人
々
i
一
一
に
つ
き
、

し
わ
ゆ
る
「
一
J

U

と
の
戦
い

の
時
代
に
ふ
お
付
る
海
ヒ
一
女
ん
保
防
（

ZJPZ
ヨ
5
2
d
Z可）
ー
の
台
前
川
に
つ
一
い
て
な
抗
的
検

ま
た

子

μ
対
同
南
海
l
似
1
活
動
の
［
筏
拠
に
コ
え
し
、
そ
れ
は
第
一
義
的
に
は
犬
臼
同
的
多
禿

ア
ロ
攻
キ
に
対
w
u
f
る
自
在
川
怪
行
使
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
正
緬
に
つ
い
て
は
な
お
ん
明
確
で
あ
る
乙
述
、
る
に
と
ど
ま
る
ハ
さ
ら

討
を
ノ
土
》
て
い
る
ク
ソ
イ
ー
ン

（一A
r
2
4
2
）
は
、

に
、
武
力
紛
争
状
態
の
存
在
を
前
提
エ
し
な
い
状
川
一
に
お
い
て
、

海
洋
法
規
則
に
定
め
ら
れ
る
何
ら
ひ
の
主
法
行
為
に
従
事
し
て
い

る
船
恥
に
対
L
て
一
七
わ
れ
る
実
行
行
九
と
し
て
の

苫言 亡ア
~ ＇山Ac ＇目 i

;B持自
「永i、νコ
際、；R
T去、止

（
日
出

7
占
ャ
ロ
戸
2
問

に
つ
き
包
括
的
に
研
お
：
ー
に
キ
ル

日
）
）
は
、
船
艇
阻
止
を

は
い
し
巾
1
設
問
止
を
ノ
什
う
直
心
両
内
法
」
、
議
止
行
為
に
r
此

フ
ォ
J

ル
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r日

、
、
、
、
、
、
、
、

事
、
〕
て
い
る
L
Y

疑
わ
れ
る
円
凹
泊
以
外
の
船
舶
を
、
一
山
海
卜
で
停
止
さ
壮
、
来
約
）
ね
tr
ず
る
と
い
ろ
氾
場
に
お
け
る
借
宣
言
r
、－信州

J、
円問

一
政
給
制
の
宇
摘
、
す
凡
船
請
の
述
J

畑
、
及
び
～
権
利
の
差
し
押
さ
え
と
い
う
そ
の
伎
の
司
去
的

T
続
と
い
う
、

一必

（
傍
守
山
強
調
笹
山
右
辺

MJ）υ
江
お
、
ギ
ル
ワ
オ
イ
ル
が
｛
一
弘
義
ず
る
給
治
則
止
の
門
や
げ
の
－
う
り
、

つ
の
異
な
る
同
E
に
お
け

る
出
仁
為
。
守
合
む
も
の

y

」
ι
義
づ
汁
る

む
に
必
で
不
さ
れ
る
現
場
に
お
け
る
折
置
は
、

本
誌
で
取
り
川
以
下
勺
ノ
海
i
剖
J

口
、
と
ほ
ほ
月
二
tfめる。

ヘ
ム
ド
件
ト
の
机
耐
性
げ
い
い
刊
す
る
介
入
事
耐
の
レ
ベ
ル
に
h
い
て
船
F
【狙
J
M

、H右
し
く
は

W
i山
J
M
）
に
か
か
わ
る

んに

般
法
の
不
在
を
一
点
山
め
つ
つ
釘
、
実
力
行
侵
害
し
く
は
武
器
使
川
町
及
び
賠
償
成
レ
は
補
償
に
鳴
す
る
共
通
し
に
諸
問
一
位
が
守
一
阻
止
に

一刊
J

引

は
存
立
す
る
う
L

繋
罰
す
る
－
そ
の
ー
で
、
ボ
ル
フ
オ
ノ
ル
は
、
船
舵
阻
止
が
汁
象
し
し
す
る
ね
舵
の
行
為
旗
怒
を
、
小
山
）
海
賊
行
為
、
②
山
政

一

二

一

だ

一

一

む

一

一

叫

一

隷
貿
易
、
③
泣
訟
な
薬
物
削
少
J

川
、
③
泣
」
rh」
枚
業
、
ぬ
パ
ム
」
h

川
ャ
ピ
柏
村
る
帆
川
許
川
川
氏
、
店
、
応
〉
越
境
犯
罪
と
し
て
の
移
民
心
不
伝
人
同
1r
人

一

れ

｝

戸

川

川
河
完
百
戸
、
弘
子
で
為
る
と
盈

rmす
る
へ
こ
の
よ
う
い
、
キ
ル
ブ
ィ
ペ
ノ
ん
は
、

ド
レ
プ
オ
イ

i
土

j

）

fy 

リ
ー
ぐ
し
て
海
洋
法
ム
の
い
い
執
行
出
勤
戸
目
、
出
省
内
ロ
『

2
9

回
目
付
己
再
三
り
同
一
川
に
お
け
る
協
枚

に
該
当
す
る
も
の
の
み
を
取
け
扱
っ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
？
昨
戦
伝
規
上
心
抗
置

や
安
保
理
事
会
決
議
に
基
づ
き
実
泊
さ
れ
る
海
上
阻
止
活
動
は
白
律
的
と
防
的
松
拠
一
戸
長
E
C
E
C日
目
。
旨
E
g
E
を
有
す
る
も
（
U

一認

と
、
〕
て
、
引
例
か
っ
隙
討
の
一
村
象
外
と
し
て
い
る
乙
さ
ら
に
、
川
内
の
ヤ
界
に
戸
在
五
｝
じ
て
も
、
ブ
口
汁
災
海
上
阻
止
活
動
に
つ
い
て

の
先
行
州
究
は
、
土
一
む
し

v

て
我
が
凹
の
川
内
法
体
制
ζ

の
関
係
に
恥
お
い
て
り
て
の
同
際
法
及
び
凹
門
法
上
山
問
題
点
主
怜
討

J

た
森
ー
さ

9
 

一
教
授
の
来
績
が
わ
ず
か
に
有
人
い
づ
る
の
み
で
ゐ
司
令
υ

こ
の
よ
う
に
、
一
ア
ロ
ペ
刈
誠
治
卜

u
j治
駄
に
問
一
コ
ノ
る
先
ノ
打
州
先
は
、
現
対
立
ピ

お
い
て
は
質
二
と
ー
も
に
伝
め
て
限
山
一
的
で
あ
ろ
。

川
一
一
ト
紹
介
し
ん
J

よ
う
な
光
／
J
U
緋
究
業
績
の
限
界
」
十
を
断
ま
え
、
以
内
本
諭
セ
は
、

フ
口
対
策
海
仁
川
制
止
治
政
を
中
心
一
じ
た
i
M
ド

Y
J
J
I
y
u
r
J

」、
J

、r
I

、、円ご一し、
i

げ
広
三

U

L

E

r

t

i

J

v

v

d

，
才
？
ツ
L
L戸
I

ぶ
っ
て
ど
り
税
反
説
明
な

J
L
H当
化
で
き
る
の
か
、
主
に
、
当
事
J
E
P釦
hv
な
る
訟

議
士
？
も
；
工
系
捻
L
てしい
q

る
ρUJ
か
と
い
う
点
に
主
眼
古
川
向
き
的
、
討
す
る
も
の
て
あ
r
竺
去
に
、
慨
に
一
ア
口
付
添
尚
一
阻
止
活
動
に
既
存
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の
回
ぶ
法
枠
組
み
に
よ
っ
て
説
聞
で
き
な
い
部
分
が
有
引
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
か
か
る
活
動
が
大
規
紋
か
っ
仏
範
囲
に
展
関
さ
れ
て
い

る
と
い
う
事
実
は
今
伎
の
国
際
法
の
千
白
尽
に
ど
の
も
で
つ
化
意
味
を
有
す
る
の
か
こ
U

q

、

f
q上
杭
の
論
点
、
町
、
念
頭
に
這
い
た
検
討
も

Hd
山
従
な
限
り
ノ
「
ろ
守
一
／
）
ノ
」
し
た
い

ι品

川

半

円

十

有
志
連
企
海
上
作
戦
？
に
州
防
除
｛

C
M
F）

日J

品
川
女

じ
V
M
l
及
び
そ
の
隷
下
で
一
ア
ロ
対
策
得
一
山
J
1
4

町
議
｝
て
担
当

3
c第
］
日
り
ん
川
河
川
汁
冷
前
（
C
i
－
－

b
O
）
に
つ
い
て
は
、
部
川

J

ワ

名
士
パ
ー
も
の
は
報
道
等
に
お
レ
と
も
戸
及
さ
れ
る
三
と
が
あ
る
が

そ
れ
ら
の
当
日
時
若
l
く
は
オ
ベ
レ

l
シ
ョ
〆
の
主
J
討
に
つ
い

L
広

く
般
に
川
知
徹
応
洩
れ
て
い
る
と
は
判
断
し
年
い

千
」
民
つ
ザ
ー
～

↓l
安
蒜
向
、
山
口
考
察
に
先

υ
ち
、
ま
ず
は
Z
れ
ら
の
部
涼
に
つ
き
は
帆
叙

す
る
こ

2
とい

Z
Q

有山j立公海 1作戦：：1;1：：久山計数乙 1~1 ：~て出（

第
一
節

紘
一
織
編
制
及
び
任
務

仁

M
F
は、

米
海
霊
l

川崎
i

内
総
隊
及
ひ
米
間
以
γ、
｝
平
海
草
部
隊
川
［
同
部
隊
を
白
心
に
、

。
余
り
の
右
上
山
述
企
図
か
、
り
派
出
さ
れ
介
院
院

C
M
L
は
、
制
海
、

p
j
デ
、
ユ
ι
っ、オマ
7

1

／
法
、
市
一
川
ル
ム
ス
海
峡
、

改
ひ
人
れ
で
出
川
ぶ
さ
れ
る
多
凹
泌
F
判
所
い
川
隊
で
あ
る
（

ベ
ル
ン
ャ

湾
及
び

f
シ
ド
洋
の
ー
引
を
八
日
む
約

斗
パ
U
H
N
平
方
海
〕
同
を
戸
（
れ
町
I
R
川
域

え
さ
ぷ
5
2
7
z
rミ

A
U
R）

乙
し
、
年
比
司
mソト町
I
i

j

J

J

、4

作
戦
に
従
事
し
て
い

ユ
バ
ヘ
イ
ゾ

J

す
す
い
争
点

〈
、
l
i
c
f
f
f
y

汚ぃト
j

戦
争

九
九
心
可
｜
一
九
九
年

り
鵡
川
町
川

J

伐
に
本
州
一
洋
に
よ
り
新
縦
六
れ
た
多
戸
川
持
軍
海
上
作

戦
部
隊

♂〔一

c
m
r
z
c
D
Y
T
F
2
2
4】
勺
阿
川

C
M円
以
ν

っ
き
E
S
L
C
M
－
仁
仁
）

C
あ
る
。
仁
川
M
F
C
C
は
、
未
失
に
士
。
刻
）
r

C
C
年
一
及
ひ
J

ラ
ク
吟
下
、

c
c

わ
双
方
に
お
レ
て
、
多

wwな
海
一
桁
一

プ
ガ
ニ
ス
タ
ン
武
力
行
涜

（！メ人民半、 G2 'J L3' 1L3 '20i2. c. 



r日

こ
の
絞
、
仁
川
F
（
C
け
参
川
向
日
奴
の
培
抗
或
い
は
任
務
の
拡
大
等
を
行
い
つ
つ
治
以
し

C
U
同
年
か
、
り
ふ
り
つ
判
γ
年
闘
に
部
隊

の
も
称
が
仁
川
王
へ
と
変
更
さ
れ
、
品
在
に
ぶ
勺
て
い

J、
円問

、
J
Z什
で
プ
ア
」
十
品
柄
、

（

F
1
1
：
 
一
畑
山
の
ム
い
河
粁
務
説
（
（
一

g之
さ
立
二
J
2
r
Eム

22吋
2

じ
T
F
一

こ
し
て
海
l

に
1dhyり

位
同
館
活
動
及
び
て
の
様
、
ζ

し
ζ

け
一
ア
口
付
茶
、
川
i
明
J
H
活
動
に
従
事
「
る
（
I
F
1
5
0
、

一つ
U

〕

処
活
訟
に
専
従
す
る
仁
T
F
1
5
1
並
び
に
ヘ
ル
シ
ャ
湾
M
叫
び
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
の
執
］
戎
花
山
況
に
当
た
る
f
u
T
ド
1
5
2

（U
M
ド
り
責
任
海
域
全
岐
に
一
に
海
賊
汁

お
、
（
M
F
は
米
中
川
げ
か
主
導
す
る
も
の
の

は
米
海
軍
の
そ
れ
と
は
異
な
り
ま
た

γ
内
通
し
た
武
応
使
用

職
務
計
一
戸
川

山胤引心（同戸】

7
2広明山門戸手
Z
2
4
5
ュ
R
け
と
」

J
O
有
さ
な
い
－
さ
ら
に
、

C
M
E
へ
の
部
隊
提
供
ほ
び
お
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
苔
加

（w
h
h山
は
矧
々
心
部
禄
派
山
川
臼
に
一
日
壮
大
、
れ
て
い
る

つ
ま
り
、

C
M
ド
で
は
、
各
国
部
冷
が
そ
れ
ら
心
派
山
花
C
有
志
連
ム
「
問
が
メ

れ
ぞ
れ
矧
別
に
定
め
る
職
務
純
倒

R
h
v
E
及
ひ
州
い
伐
に
依
拠
L
て

各
有
志
連
合
同
が
可
能
な
員
岐
や

主
体
的

い
う
原
則
に
よ
り
オ
べ
レ

i
シ
ョ
ン
が
展
開
さ
れ
て
い
る
の

第
一
節

主
張
オ
ベ

L
1
シ
ョ
ン

子
一
一
リ
ス
ト
及
び
テ
ロ
関
連
物
資
の
海
i
将
勤
剤
止

第

」蛍

不
桁
の
向
什
同
作
戦
（
O
いれいト

の
開
始

犬
臼
同
的
多
禿
一
T

打
点
撃
は
、

白
川
名
憲
南
第
百
一
条
の
い
ろ
武
h
M
攻
撃
に
よ
ペ
ず
る
事
態
で
あ
る
L

一u
h
く

M
m片
付
会
に
認
訟
さ
れ
ん
よ
っ

安
保
通
事
会
は

、
一
ア
円
行
為
が
同
絞
C
J
和
と
三
一
一
ん
三
行
か
す
場
合
に
は
あ

h
pる
千

一
一
一
一
ハ
人
投
ぴ
司
一
て
し

仇は
L
古
川
い
て
こ
れ
に
対
応

γ
る
必
中
広
性
を
強
罰
「
司
令
ζ

ζ

も
に
、

E
山氏ム生同小寺第
I
比
一
条
で
確
認
3
れ
て
い
る
四
一
有
の
権
利
と
あ
る
佐
川
川

的
及
ひ
集
判
的
汁
日
品
川
議
を
は
認
し

戸
、
れ
ら
の
決
議
採
択
八
段
の

C
f
U

ハ
リ
ハ
ノ
れ
ず
じ
日
に
、
最
当
政
引
は
、
九
月

一
円
心
河
町

多
目
冗
ア
口
広
d
fゲ
受
け
て
米
山
と
他
刀
諸
出

J

は
凶
有
CJW悦
引
で
↓
ぬ
る

E
別
的
及
び
集
直
前

7

一
街
議
を
行
慢
し
て
行
訪
を
杭
除
し
た
ア
〆
一 ／ぷ
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品
書
簡
に
て
米
同
政
府
け
、
ア
ア
カ
ン
ス
タ
〆
旬
、
域
へ
の
武
力
行
使
の
創
出
と
、
〕
て
、
「
夕
げ
ハ
、
J

政

宝
ー
が
ア
フ
与
三
ス
ヤ
ン
領
民
を

γ
ル
e

ウ
イ
タ
信
組
織
の
作
戦
系
地
と
1

）
て
依
戸
川
ず
る
ご
と
を
容
山
口
寸
る
政
M
M
を
変
更
？
る
こ
と
か
ι
何
百

ず
る
こ
に
、
及
び
Y
ル
a

カ
イ
タ

一
ス
タ
／
但
域
じ
フ
ロ
円
以
，

J
K訓
練
し
、

ア
プ
ゲ
ニ
ス
ク
シ
知
成
か
ら
ア
ロ
分
？
を

γ 
ノ

〆ゲ

主
張
し
ど
い
る
丈
め
」
と
主
張
し
に
い

ー
央
司
政
府
J
b
、
本
当
こ
与
も
に
値
別
的
及
び
旋
回
的
立
術
短
を
行
使
し
た
こ

みまー一ゴ叶口一日、

／
）
を
た
位
述
事
会
に
叩
刊
止
コ
T
L

こ
の
未
定
川
市
に
よ
る
対
ア
サ
ノ
ガ
ヱ
ス
タ
ン
武
力
れ
伎
に
ポ
示
品
A
L
J
る
速
の
ー
一
T

ロ
ζ

の
戦
い

、4FJ21Cご戸。「凶「
C吋）

が
小
行
の
白
山
川
叫
し
…
一
叫

司
町
立
に
C
コ

り

E
F）

で
、
あ
る

f

－
そ
し
て
、
込
山
ニ
に
お
レ
て

は
、
ベ
ル

V

1
汚
に
お
行
る
こ
「

E
P
2
0
z
r
5
7
2戸
』
唱
さ
「
（
一
に
参
加
す
る
た
め
北
ア
ラ
ビ
ア
荷
主
航
行
巾
で
あ
っ
た
米
海
軍
ヨ
ヨ

（
不
能
立
粧
泳
に
お
け
る
部
労
区
分
は

T
ド

3
0
、
が
、

間
的
か
ら
れ
叙
l
m
l

月
L
わ
た
り
、
年

J

海
域
か
ら
4

下
J
し
C
世
忙
な
航
較
検
に
よ
る
F

ア
ザ
ニ
ス
ケ
ン
攻
埜
苛
む
作
戦
ト
法
事
し
ー
た

ν

（ピ

λ
3
2ミ
～
空
白

T

打
宇
治
～
h
h
－5
2
日ロ
r
F
2召

C
S
心）

パ

U
E
ド

一一のし吋
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ア
7

ガ
二
ス
タ
／
え
力
行
使
と
、
中
／
つ
し
て
問
始
5
れ
に
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
〆
飯
山
山
、
の
、
或
い
は
ふ
、
ア
か
つ
の
エ
ノ
7
リ
ス
ト
及
び
一
ァ
ロ

悶
川
問
中
物
資
（
り
海
ト
袴
動
防
止
を
け
的

J
dる
f
ン
ピ
洋

ι
お
け
る
オ
ベ

ν
i
ン
ョ
ン
が
不
朽
の
け
正
打
戦
海
昨
止
活
動
（
〔
｝
官

E

向、占める
c

ゴ
c＝
さ
己
4

コ
コ
泊
予

2
〔一
C
Z
J
Z
2
－dヨ
命
｝
コ
Z
Z
2
Mゴ
C2
（｝七雪山川

C】

d2

。E
F

M

l
り一）

J自

地
中
海
に
お
け
る

N
A
r
o冨
に
主
る
先
鞭

第
ア
パ
・
カ
イ
タ

一
ア
口
組
総
へ
任
川
け
ら
れ
た
一
「
口
関
連
物
資
及
び
フ
口
げ
ス
ト
の
f
f卜
移
此
制
止
は
、

f
ン
ド
洋
三
円
J
f
i
ド

1
5
0
に

ι
る
の

E
F

J
H
1
）
こ
川
1
2
i

ら、

？

｛

J
J
i
l
 
地
古
川
に
お
い
て

N
A
i
ハ
り
に
も
亡
リ
光
執
が
つ
け
ら
れ
て
い
々
。
本
目
司
時
多
発
一
一
ノ
口

攻
撃
の
相
川
の
二

C
C
一
年
九
月

氏
hM攻
較
T
で
あ
り
、

け
に
、
北
F
八
向
上
洋
連
事
会
は
、
米
同
日
時
多
党
一
ア
ロ
攻
需
は

N
A弐
T
け
加
盟
百
九
十
て
に
対
ず
る

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
第
J
4
条
に

±hu対
応
の
範
出
バ
力
事
能
川
乙
い
れ
倣
さ
孔
る
と
の
芦
川
り
を
交
表

L
た
り
本
声
明
を
去

日
~r 、

X
A
T
リー
λ

点
下
一
仰
ー
に
止
「
一
一
向
部
品
川

ポ
訂
正
一
口
元

Z
Kペ
コ
コ
ト
2
4
2可淳一
C
5
5
v
h
N
V
M
G）
は
山
県
地
中
海
で

｜寸
年

cv月
六
川
、
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r日

批
行
船
舶
の
モ
一
タ
止
問
給

L

J、
円問

り

A
巨
ば
、

人
す
ペ
レ
v

ン
づ
〆
が

Z
／
一
ー
ニ
ご
七
月
ユ

E
Cコ～

rsd何一六三ハ一
2
4
r
f
d
同
一
一
リ
ヘ
ペ
ド
い
）
で
あ
り
、
約

一
ω

h
v
A
I
h
b
い
山
部
隊
の
職
務
純
同
門
に
航
’
打
船
品
川
の
山
花
」
ト
泊
止
、
ど
り
人
力
及
び
校
一
p
b
1
追
出
し
た
υ

N
A
I
O
の
歴
史
ト
判
刊
の
集
川
的
自
街
稔
行
使
に
d

る
オ
ベ
レ

j
ン
ョ

L
で
あ
り
、
そ
の
一
段
、

A
C
C
M年
に
よ
小
v
フ
ベ

一
か
月
後
、
花
大
河
洋
坪
事
会
は
、

レ
i
L
ョ
〆
は
地
中
海
A

成
へ
こ
拡
大
穴
れ
司
令
等
、
恨
め
℃
大
川
胤
校
に
「
片
山
間
川
し
て
い
る
。

O
A
h
hい
い
の
実
績
の

部
と

L
T
、
f、
'' f、

さり
刊紙：、
付＇ " 

た仏、
よ長
う施
ーと 刀コ
、－.＂－ ''・ 

dつン＂
る，，，表

Jミ

才L

令日a)
' ~·~ ，，、
な 約
九 Ji
lこ；IL

ヘ

にーノ

fコ
佳
~ 

庁
凶
？
己
I

ヲ
ひ
ら

C
Cじ比
4

川
問
い
か
け
が
突
版
さ
れ
、

そ
の
hn
ち
へ
f
ノ
隻
に
対
し
て
I
V
P
つ
人

O
A
E
に
お
け
る
船
恥
ヘ
の

fv
ち
入
れ
は
、

旗
U
2
h

出
メ
レ
は
船
長
（
り
M
N
立
を
旬
て
実
施

第
二
節

m
I
5
0
合
同
任
務
群
（

c
r
y－
5
0）

ど
そ
の
オ
ベ
レ
：
ン
ョ
ン

’ 

l員

市
隊
設
ほ
と
不
朽
の
什
回
出
μ
n
m判
泌
卜
m附

d
活
劫
〈
O
ト
ド

M
1
0）

の
開
始。EF

心
開
始
読
後
に

C
M
F
C
C
3卜
で

一勺一

海
に
お
け
る
ア
ロ
と
の
戦
い
J
K
土
た
る

H
務
p

す
る
多
国
給
海
守
的
隊
と
、
以
て
川
内
田
制
さ
れ
に
し

C
l
E
L
5
0
は
、
こ
れ
ま
で

仁

T
F
i
J
G
は
、
も
と
も
と
米
海
軍
弟
以
臨
時
仲
隷
↓
卜
、
り
米
海
胃
l

山
部
隊
で
士
山
つ
れ
コ
炉
、

か
囚
以
上
山
右
ぶ
述
合
国
か
ら
部
降
ぞ
の
参
前
年
利
亡
い
る
ほ
か
、

I（才l
y」 ふつ

官交 の
拠参
L iD 
て住
い同
る））、
ζ 怖
さ量：
オ15jで

fヨ
ヨ4当
hミし
に L

;j: ＇、
、るけl（〕

日
行
山
隊
の
い
何
認
も
、

仁

T
F
1
5
0
の
戦
務
範
問
問
は
、
一
寸
〈
似
述
事
会
付
議
一
一
六
八
、

一
〕
一
裕
札
口
吋
）

汁
部
隊
は
、
年
｜
枇
備
活
動
の
碍
d
l
）
て
つ
口
1
F
ス
ト
の
泊
捉
、
及
び
フ

U
7
ス
ト
・
ス
7

ト
ワ
ー
ク
の
弓
－
夕
、
、
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湖
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